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（Blow. S., 1843-1916）を代表とするフレーベル主義の保守派と、ヒル（Hill, P.S., 1868-1946）


























稚園の自由保育プログラム（Burk, F., et al, 1917：A Study of the Kindergarten Problem, in The 
Kindergarten and First Grade. No.2. ）を、アメリカ新教育の実践事例として紹介している。さら
に倉橋は、アメリカ留学直前の1919年、「米国加州幼稚園における自由選択保育の実験報告」







児の教育』第20巻第 5 - 6 号を通して、進歩派のテンプル（Temple, A.,）の「幼稚園と小学校と
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